
QoS パーセントベースポリシング

QoSパーセントベースポリシング機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅の
パーセンテージに基づいてトラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定で

きます。この機能を使用すると、認定バースト（bc）サイズおよび超過バースト（be）サイズ
（トラフィックポリシングの設定に使用）をミリ秒（ms）単位で指定することもできます。こ
の方法でトラフィックポリシングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェイス

に、同じポリシーマップを使用できます。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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QoS パーセントベースポリシングについて

QoS パーセントベースポリシングの利点
この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいてトラ

フィックポリシングを設定することができます。バーストサイズはミリ秒単位で指定可能です。

この方法でトラフィックポリシングを設定すると、帯域幅の量の異なる複数のインターフェイス

に、同じポリシーマップを使用できます。つまり、インターフェイスごとに帯域幅を再計算した

り、インターフェイスのタイプごとに異なるポリシーマップを設定したりする必要はありませ

ん。

QoS パーセントベースポリシング用のクラスおよびポリシーマップの
設定

QoS：パーセントベースポリシング機能を設定するには、トラフィッククラスを定義し、ポリ
シーマップを設定してから、そのポリシーマップを適切なインターフェイスにアタッチする必要

があります。

MQCとは、コマンドラインインターフェイスで、トラフィッククラスの定義、トラフィックポ
リシーの作成および設定（ポリシーマップ）、およびトラフィックポリシーのインターフェイス

へのアタッチが行えます。

MQCでは、class-mapコマンドは、トラフィッククラスの定義に使用されます（トラフィックク
ラスは、その後、トラフィックポリシーに関連付けされます）。トラフィッククラスの目的は、

トラフィックを分類することです。

MQCは、次の 3つのプロセスで構成されます。

• class-mapコマンドを使用したトラフィッククラスの定義

•トラフィッククラスを 1つまたは複数の QoS機能と関連付けてトラフィックポリシーを作
成（policy-mapコマンドを使用）

• service-policyコマンドを使用した、トラフィックポリシーのインターフェイスへのアタッチ

トラフィッククラスには、3つの主要要素が含まれます。つまり名前、一連の matchコマンド、
そしてトラフィッククラスに複数のmatchコマンドが存在する場合にこれらのmatchコマンドを
評価する方法（match-allまたはmatch-anyのどちらを使用するか）に関する指示です。トラフィッ
ククラスの名前は、class-mapコマンドラインで指定します。たとえば、CLIでトラフィックク
ラスを設定するときに class-map ciscoコマンドを入力すると、トラフィッククラスの名前は
「cisco」になります。

matchコマンドは、パケット分類のためのさまざまな基準を指定するために使用します。パケッ
トは、matchコマンドで指定された基準に合っているかどうかを判断するために、チェックされ
ます。指定された基準に合っていれば、パケットはクラスのメンバーと見なされ、トラフィック
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ポリシーで設定された QoS仕様に従って転送されます。一致基準を満たさないパケットは、デ
フォルトのトラフィッククラスのメンバーとして分類されます。

トラフィック規制メカニズムと帯域幅パーセンテージ

Quality of Service（QoS）には、トラフィックポリシングとトラフィックシェーピングという 2種
類のトラフィック規制メカニズムが備わっています。トラフィックポリサーは、通常、特定の

レートに違反するトラフィックをドロップします。トラフィックシェーパーは、通常、パケット

を保持するバッファを使用して過剰なトラフィックを遅延し、キューに対するデータレートが予

想より高い場合に、フローをシェーピングします。

トラフィックシェーピングとトラフィックポリシングは連携して機能し、クラスマップで設定

できます。クラスマップは、データパケットを特定のカテゴリ（「クラス」）に編成します。

ポリシーマップ（しばしば「サービスポリシー」とも呼ばれる）でこれを使用すると、ユーザ定

義の QoS処理を受信できます。

この機能が導入されるまでは、ユーザがインターフェイスで指定した帯域幅の許容量に基づいて、

トラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングが設定されていました。ポリシーマッ

プは、その後で特定の量の帯域幅に基づいて設定されていました。このため、各インターフェイ

スに別々のポリシーマップが必要とされていました。

この機能を使用すると、インターフェイスで使用可能な帯域幅のパーセンテージに基づいて、ト

ラフィックポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定できます。この方法でトラフィッ

クポリシングおよびトラフィックシェーピングを設定すると、顧客は帯域幅の量の異なる複数の

インターフェイスに、同じポリシーマップを使用できます。

帯域幅のパーセンテージに基づくトラフィックポリシングとシェーピングを設定するには、police
（パーセント）および shape（パーセント）コマンドを使用します。

ミリ秒オプションのバーストサイズ

バーストパラメータ（bcおよび be）の目的は、パケットを徐々にドロップして、テールドロッ
プを防ぐことです。十分に高いバースト値を設定すると、適切なスループットを確実に実現でき

ます。

この機能では、オプションで、トラフィックポリシングを設定する際に、クラス帯域幅の認定

バースト（bc）サイズと超過バースト（be）サイズをミリ秒（ms）で指定できます。指定したミ
リ秒数は、QoSパーセンテージベースポリシング機能で使われるバイト数の計算に使用されま
す。

これらのバーストサイズをミリ秒単位で指定するには、bcおよび beキーワードを（それぞれ関
連する引数と一緒に）指定してpolice（パーセント）コマンドおよび shape（パーセント）コマン
ドを使用します。
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QoS パーセントベースポリシングの設定方法

パーセントベースポリシング用のクラスおよびポリシーマップの設

定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map policy-name
4. class {class-name class-default}
5. police cir percent percentage [burst-in-ms] [bc conform-burst-in-msecms] [be peak-burst-in-msec

ms] [ pir percent percent]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するポリシーマップの名前を指定します。ポリシー

マップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-map policy-name

例：

Router(config)# policy-map

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

policy1

ポリシーを設定または変更できるようにクラスを指定しま

す。ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

class {class-name class-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

•クラス名を入力するか、デフォルトクラス
（class-default）を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

指定された帯域幅のパーセンテージとオプションのバース

トサイズに基づいて、トラフィックポリシングを設定しま

police cir percent percentage
[burst-in-ms] [bc conform-burst-in-msecms]
[be peak-burst-in-msecms] [ pir percent
percent]

ステップ 5   

す。ポリシーマップクラスポリスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

例：

Router(config-pmap-c)# police cir

•帯域幅のパーセンテージとオプションのバーストサイ
ズを入力します。

percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir
percent 40

ポリシーマップクラスポリシングコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c-police)# exit

ステップ 6   

パーセントベースポリシング用のインターフェイスへのポリシーマッ

プのアタッチ

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal | smds]
5. service-policy {input| output} policy-map-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイス（サブインターフェイス）タイプを設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Router(config)#

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ番号を入力します。

interface serial4/0/0 ネットワークのニーズにより、ポリシーマップをサブイン

ターフェイス、ATM PVC、フレームリレー DLCI、または他
のタイプのインターフェイスにアタッチする必要がある場合

もあります。

（注）

（オプション）ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCで
カプセル化タイプを指定します。 ATM VCコンフィギュレーション
モードを開始します。

pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal
| smds]

例：

Router(config-if)# pvc cisco
0/16 ilmi

ステップ 4   

この手順は、ポリシーマップをATM PVCに適用する場合に
のみ必要です。ATM PVCにポリシーマップを関連付けない
場合は、この手順をスキップして、パーセントベースポリシ

ング用のインターフェイスへのポリシーマップのアタッチ

に進みます。

（注）

インターフェイスの入力または出力方向にアタッチするポリシーマッ

プの名前を指定します。

service-policy {input| output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)#

ステップ 5   

ポリシーマップは、入力または出力ルータで設定できます。

また、入力方向または出力方向のインターフェイスにも適用

できます。ポリシーマップを適用する方向（入力または出

力）とルータ（入力または出力）は、ネットワーク構成に

従って変わります。 service-policyコマンドを使用してポリ
シーマップをインターフェイスに適用する場合、ネットワー

ク構成に適したルータおよびインターフェイスの方向を選択

してください。

（注）

service-policy input policy1

例：

•ポリシーマップ名を入力します。

（オプション）インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了します。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   
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パーセントベースポリシングの設定確認

手順の概要

1. enable
2. show class-map [class-map-name]
3. show policy-map interface interface-name
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

一致基準を含めて、クラスマップに関するすべての情報が

表示されます。

show class-map [class-map-name]

例：

Router# show class-map class1

ステップ 2   

•クラスマップ名を入力します。

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上

か、インターフェイス上の特定のPVCに対し、すべてのサー
show policy-map interface
interface-name

例：

Router#

ステップ 3   

ビスポリシーに対して設定されているすべてのクラスのパ

ケット統計情報を表示します。

•インターフェイス名を入力します。show policy-map interface
serial4/0/0

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 4   

パーセントベースポリシングのトラブルシューティングのヒント

パーセントベースポリシングの設定確認, （7ページ）に示すコマンドを使用すると、意図した
設定を実現し、機能が正しく働いていることを確認できます。上記の showコマンドの使用後に、
設定が正しくない、または機能が予想どおりに働いていないと判明した場合は、次の操作を実行

します。
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意図したとおりに設定が行われていない場合は、次の手順を完了します。

1 show running-configコマンドを使用し、コマンドの出力を分析します。

2 ポリシーマップが show running-configコマンドの出力に表示されない場合は、logging console
コマンドをイネーブルにします。

3 ポリシーマップをインターフェイスに再度アタッチします。

パケットが正確に一致していない場合は（たとえば、パケットカウンタが正しく増加していない

など）、次の手順を完了します。

1 show policy-mapコマンドを実行し、コマンドの出力を分析します。

2 show running-configコマンドを実行し、コマンドの出力を分析します。

3 ポリシーマップがインターフェイスに関連付けられていること、および認定情報レート（CIR）
がインターフェイス帯域幅のパーセンテージに基づいて計算されていることを確認するため

に、show policy-map interfaceコマンドを使用します。

QoS パーセントベースポリシングの設定例

例：帯域幅パーセンテージに基づくトラフィックポリシングの指定

次に、帯域幅のパーセンテージに基づき、CIRおよびピーク情報レート（PIR）を使用してトラ
フィックポリシングを設定する例を示します。この例では、CIRに 20 %、PIRに 40 %が指定さ
れています。オプションの bc値と be値（それぞれ、300 ms、400 ms）も指定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# police cir percent 20 bc 300 ms be 400 ms pir percent 40

Router(config-pmap-c-police)# end

ポリシーマップとクラスマップの設定後、ポリシーマップは次の例に示すように、インターフェ

イスにアタッチされます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config-if)#

interface serial4/0/0
Router(config-if)#

service-policy input policy1
Router(config-if)# end
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例：パーセントベースポリシング設定の確認

ここでは、show policy-map interfaceコマンドおよび show policy-mapコマンドの出力例を示しま
す。これらのコマンドの出力は、ネットワーク上の機能設定の確認およびモニタに使用できま

す。

次に、show policy-mapコマンドの出力例を示します。この出力例には、「policy1」というポリ
シーマップの内容が表示されています。policy 1では、20 %の CIRに基づくトラフィックポリシ
ングが設定され、bcおよび beはミリ秒単位で指定されています。トラフィックポリシング設定
の一部として、オプションの一致（conform）、超過（exceed）、および違反（violate）アクショ
ンが指定されています。

Router# show policy-map policy1
Policy Map policy1
Class class1
police cir percent 20 bc 300 ms pir percent 40 be 400 ms
conform-action transmit
exceed-action drop
violate-action drop

次に、show policy-map interfaceコマンドの出力例を示します。このサンプルには、トラフィッ
クポリシングがイネーブルにされている、シリアル 2/0インターフェイスの統計情報が表示され
ています。認定バースト（bc）、および超過バースト（be）がミリ秒（ms）で指定されます。

Router# show policy-map interface serial2/0
Serial2/0/0
Service-policy output: policy1 (1050)
Class-map: class1 (match-all) (1051/1)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0 (1052)
police:

cir 20 % bc 300 ms
cir 409500 bps, bc 15360 bytes
pir 40 % be 400 ms
pir 819000 bps, be 40960 bytes

conformed 0 packets, 0 bytes; actions:
transmit

exceeded 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

violated 0 packets, 0 bytes; actions:
drop

conformed 0 bps, exceed 0 bps, violate 0 bps
Class-map: class-default (match-any) (1054/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1055)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

この例では、CIRおよび PIRは bps単位で表示され、認定バースト（bc）と超過バースト（be）
の両方がバイト単位で表示されます。

CIR、PIR、bc、および beは、以下に説明する式に基づいて計算されます。

CIR 計算用の式

CIRを計算する場合は、次の式を使用します。

指定された CIRパーセンテージ（show policy-mapコマンドの出力で識別）xインターフェイスの
帯域幅（BW）（ show interfacesコマンドの出力で識別） =合計ビット/秒
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シリアルインターフェイス 2/0上で、帯域幅（BW）は 2048 kbpsになります。インターフェイス
の帯域幅を確認するには、show interfacesコマンドを使用します。次に例を示します。

Router# show interfaces serial2/0/0
Serial2/0/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

次の値が CIの計算に使用されます。

20 % X 2048 kbps = 409600 bps

PIR 計算用の式

PIRを計算する場合は、次の式を使用します。

指定された PIRパーセンテージ（show policy-mapコマンドの出力で識別）xインターフェイスの
帯域幅（BW）（ show interfacesコマンドの出力で識別） =合計ビット/秒

シリアルインターフェイス 2/0/0上で、帯域幅（BW）は 2048 kbpsになります。インターフェイ
スの帯域幅を確認するには、show interfacesコマンドを使用します。次に例を示します。

Router# show interfaces serial2/0
Serial2/0/0 is administratively down, line protocol is down
Hardware is M4T
MTU 1500 bytes, BW 2048 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

次の値が PIRの計算に使用されます。

40 % X 2048 kbps = 819200 bps

この合計と show policy-map interfaceコマンドの出力に示される合計との不一致の原因は、丸
め計算、または特定のインターフェイス設定に関連する相違である可能性があります。

（注）

認定バースト（bc）計算用の式

bcを計算する場合は、次の式を使用します。

ミリ秒単位の bc（show policy-mapコマンドで識別）xビット/秒単位の CIR =合計バイト数

次の値が bcの計算に使用されます。

（300 ms × 409600 bps）/8 = 15360バイト

超過バースト（be）計算用の式

bcおよび beを計算する場合は、次の式を使用します。

ミリ秒単位の be（show policy-mapコマンドで識別）xビット/秒単位の PIR =合計バイト数

次の値が beの計算に使用されます。

400 ms X 819200 bps = 40960バイト

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）

10

QoS パーセントベースポリシング
例：パーセントベースポリシング設定の確認



その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

モジュラ QoSコマンドラインインターフェイ
ス（CLI）（MQC）。ポリシーマップのアタッ
チに関する情報を含む

「Policing and Shaping Overview」モジュールトラフィックシェーピングおよびトラフィック

ポリシング

規格

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

『A Single Rate Three Color Marker』RFC 2697

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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タイトルRFC

『A Two Rate Three Color Marker』RFC 2698

テクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html右の URLにアクセスして、シスコのテクニカ
ルサポートを最大限に活用してください。こ

れらのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするため

に使用してください。このWebサイト上のツー
ルにアクセスする際は、Cisco.comのログイン
IDおよびパスワードが必要です。

QoS パーセントベースポリシングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、特定の

ソフトウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリース

のみを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：QoS：パーセントベースポリシングの機能情報

機能情報リリース機能名

QoS：パーセントベースポリシ
ング機能を使用すると、イン

ターフェイスで使用可能な帯域

幅のパーセンテージに基づい

て、トラフィックポリシング

およびトラフィックシェーピ

ングを設定できます。この機

能を使用すると、認定バースト

（bc）サイズおよび超過バース
ト（be）サイズ（トラフィック
ポリシングの設定に使用）をミ

リ秒（ms）単位で指定すること
もできます。この方法でトラ

フィックポリシングを設定す

ると、帯域幅の量の異なる複数

のインターフェイスに、同じポ

リシーマップを使用できます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

次のコマンドが導入または変更

されました。police (percent)、
shape (percent)、 show
policy-map、show policy-map
interface。

Cisco IOS XE Release 2.1QoS：パーセントベースポリシ
ング
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